
麟

　　こえどう

新越道大橋が完成1
　11月19日、南部地区の大動脈である町道松代

海老東山線に悲願の新越道大橋が完成し、地区

住民や保育園児などが渡り初め。交通のネック

となった急勾配や急カーブ、雪崩の危険が解消

されました。越道川沿いの景観もみごとです。

主
な
内
容

新越道大橋竣工……………・…・・②③

里創プラン紹介・………………・・…④

受賞・表彰者の紹介………………⑥

農業賞・健康クラブ……………⑧⑨

東京発・文芸………………・・…・⑫⑬

お知らせ……・………・…・………⑭⑯

　　　（この広報は再生紙を使用しています）



町
道
松
代
海
老
東
山
線
（
下
山
～
海
老
間
）

　
県
代
行
事
業

　
　
　
し
ん
こ
え
ど
う
お
お
は
し

「
新
越
道
大
橋
」
つ
い
に

こ
れ
で
安
心
／
　
冬
の
道

　
　
　
交
通
難
所
が
景
観
地
に
様
変
り

▲完成した新越道大橋。川からの高さは50m以上。

　手前は昭和49年に架けられた越道川橋（長さ44．05m）

　その役目を終えてとりこわされます。

竣
工
！

　
十
一
月
十
九
日
、
待
望
の
新
越
道

大
橋
が
完
成
し
、
そ
の
竣
工
式
が
地

域
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
越
道
大
橋
は
全
長
一
八
九
材
で

幅
員
は
六
㌶
。
前
後
の
取
付
道
路
と

合
わ
せ
て
五
四
〇
㌶
が
改
良
さ
れ
、

旧
道
に
比
べ
約
六
〇
〇
㌶
の
距
離
短

縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
新
潟
県
代
行
事
業
と
し
て
平
成
三

年
度
に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
総
事

業
費
は
九
億
七
四
〇
〇
万
円
で
す
。

　
町
道
松
代
海
老
東
山
線
は
、
松
代

と
十
日
町
を
結
ぶ
町
道
で
、
通
勤
や

通
学
な
ど
日
常
生
活
に
密
着
し
た
道

路
で
す
が
、
下
山
と
海
老
の
間
の
約

　
り一
・
四
キ
。
は
急
勾
配
で
急
力
ー
ブ
、

交
通
事
故
発
生
の
危
険
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
、
今
ま
で
の
越

道
川
橋
の
幅
員
は
狭
く
、
除
雪
作
業

に
は
困
難
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豪
雪
時
に
は
孤
立
集
落
と
＼

驚
勢
肇
羅
竃
轟
叢

み融縫灘灘鱗逡
、

灘灘松代・灘毒麟

》
ふ
る
ま
い
酒
に
舌
鼓
。

▲慶びのテープカット

　県土木部生原技監を中央に、関谷町長、村松県議、

　小堺副議長、宮沢安塚土木事務所長の各氏

こ
と
ば
の
説
明

＊
新
潟
県
に
よ
る
代
行
事
業

　
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
第

十
四
条
、
特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る

基
幹
道
路
の
整
備
の
特
例
と
い
う
条

文
に
基
づ
く
事
業
。
町
道
の
道
路
管

理
者
で
あ
る
町
に
代
わ
っ
て
道
府
県

が
基
幹
的
町
道
の
改
築
を
行
い
、
そ

の
経
費
も
道
府
県
が
負
担
し
ま
す
。

建
設
大
臣
の
指
定
が
必
要
で
、
松
代

町
で
は
過
去
に
、
長
命
寺
橋
や
源
太

橋
、
天
王
橋
な
ど
技
術
的
に
も
財
政

的
に
も
難
し
い
工
事
を
代
行
事
業
で

施
工
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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▲無事に終った渡り初め

〈
あ
ま
り
の
高
さ
に
…

．
懸
騨
灘
。
、

／
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
し
た
が

　
こ
の
橋
の
完
成
に
よ
り
冬
期
間
の
孤

　
立
状
態
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
な

　
だ
れ
・
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
の
不
安

　
解
消
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も

　
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
竣
工
式
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
新

　
大
橋
の
下
山
側
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
く
渡
り
初
め

　
に
は
、
喜
び
に
沸
く
地
元
の
人
た
ち

　
を
は
じ
め
、
松
代
保
育
園
の
園
児
た

　
ち
も
参
加
。
長
さ
も
高
さ
も
並
み
は

　
ず
れ
た
新
し
い
橋
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て

　
い
ま
し
た
。

教翼住i宅

ま
つ
だ
い
駅
の
北
西
に

教
職
員
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
遜

聾
贈

藻

躍
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
茎
声

　
　
　
　
　
｛
～
，
　
　
　
　
‘
r
’
p
駄

　
　
　
　
　
　
　
』
｝
♪

「
ゆ
き
つ
ば
き
荘
」
が
で
き
ま
し
た
．

『
煎
雛

　
翻
灘
　
潟

　
雛
．

　
麗
撰
・
・

纂
賑
、

　
き

，
．
藤
　
．
離藤

彗

▲完成した「ゆきつばき荘」

　住宅の裏はJ　Aしぶみ農協倉庫

　
六
月
二
十
五
日
か
ら
工
事
を
始
め

た
松
代
町
教
員
宿
舎
の
新
築
工
事
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
十
二
月
一
日
か

ら
か
ら
各
校
の
教
職
員
が
入
居
し
ま

し
た
。

　
建
設
場
所
は
、
ま
つ
だ
い
駅
の
北

西
約
二
百
層
、
し
ぶ
み
農
業
協
同
組

合
農
業
倉
庫
の
隣
に
位
置
し
ま
す
。

　
総
工
費
は
、
一
億
三
九
八
九
万
円
。

国
や
県
か
ら
五
二
二
九
万
円
余
り
の

補
助
を
受
け
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
構
造
は
高
床
式
木
造
三
階
建
（
一

部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
）
長
屋

方
式
で
八
世
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。

　
一
戸
あ
た
り
の
面
積
は
、
五
七
・

一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
全
体
面
積
は

四
五
六
・
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
。
　
一

階
は
車
庫
と
し
て
利
用
可
能
で
、
屋

根
雪
は
自
然
落
雪
式
で
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
入
居
が
困
難
に

な
っ
た
教
員
住
宅
（
太
平
、
清
水
な

ど
）
合
計
五
棟
が
取
り
壊
し
処
分
さ

れ
ま
し
た
。

〉

第
3
回
ふ
る
さ
と
寄
席

「
三
遊
亭
梁
太
郎
」
・
円
之
助
・
五
九
楽

古
典
落
語
に
笑
い
の
連
発
　
1
1
月
2
7
日
㈱

鑑燕
毒

「
勘
定
板
」
に
大
爆
笑
！
熱
演
す
る
楽
太
郎
師
匠
。

〈
ミ
ス
十
日
町
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
に
参
加

四三二優
位位位勝

津
南
A
チ
ー
ム
（
津
南
町
）

栃
窪
（
塩
沢
町
）

深
雪
麗
人
　
　
　
（
高
柳
町
）

マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　
　
　
（
＋
日
町
市
）
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妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
整
備
構
想
の
ご
紹
介

　
今
回
は
、
こ
の
「
妻
有
郷
ア
ー
ト

ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
が
十
日
町

圏
域
六
市
町
村
の
全
住
民
の
方
々
か

ら
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
作

り
あ
げ
て
ゆ
く
、
そ
ん
な
事
業
で
あ

る
こ
と
を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

今
後
こ
の
事
業
を
み
ん
な
で
一
緒
に

な
っ
て
作
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備

構
想
」
に
は
四
つ
の
主
な
事
業
が
あ

り
ま
す
。

団
妻
有
郷
八
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
（
仮
称
）

　
こ
れ
は
妻
有
郷
の
ス
テ
キ
（
自
然
、

人
、
食
、
行
事
等
）
を
写
真
に
撮
っ

て
も
ら
い
コ
ン
テ
ス
ト
し
、
そ
れ
を

圏
域
の
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
事
業
は
平
成
十
一
年
に

開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
事
前
事
業
）
と
し

て
開
催
さ
れ
、
後
に
続
く
大
事
な
事

業
で
す
。
こ
の
事
業
の
関
わ
り
方
は
、

圓
交
流
の
道

　
道
路
整
備
や
河
川
整
備
も
あ
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
「
花
の
道
」
構
想

を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
各
市
町

村
の
個
人
・
団
体
な
ど
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
拡

大
し
、
十
日
町
圏
域
と
い
う
家
の
玄

関
口
を
飾
っ
た
り
、
六
市
町
村
を
つ

な
ぐ
道
を
飾
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
花
の
道
へ
の
関
わ
り
方
は
、

　
①
写
真
を
撮
っ
て
応
募
す
る
。

　
②
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
企
画

　
　
や
運
営
な
ど
を
行
う
。

　
③
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
と
な
る
も

　
　
の
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
。

　
④
協
賛
を
い
た
だ
く
、
等
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
み
ん
な
の
知
恵
と
力
を
出
し
合

い
作
り
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
①
花
を
植
え
る
。

　
②
維
持
管
理
し
て
美
し
く
咲
か
せ

　
　
る
。

　
な
ど
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
さ
ら
に
拡
大
す

る
た
め
に
は
圏
域
を
自
分
の
庭
と
思

い
、
み
ん
な
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

團
大
地
の
芸
術
祭

　
こ
れ
は
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

と
呼
ば
れ
、
三
年
に
一
度
、
国
際
的

な
芸
術
祭
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
運
営
に
は
実
行
委
員

会
が
あ
た
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
期

間
は
約
二
か
月
間
に
及
び
ま
す
。

　
①
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
企
画

　
　
や
運
営
な
ど
を
行
う
。

　
②
ア
ー
チ
ス
ト
や
来
場
者
の
受
入

　
　
れ
な
ど
の
ほ
か
、
芸
術
祭
会
場

　
　
で
の
諸
々
の
作
業
を
行
う
。

　
③
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す

　
　
る
。

　
④
来
場
者
受
入
れ
の
た
め
、
関
係

　
　
産
業
の
方
々
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

　
　
対
応
し
て
い
た
だ
く
。

　
⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
学
習
）

　
　
に
参
加
す
る
．

　
⑥
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運

　
　
営
を
行
う
、
等
で
す
。

團
自
然
体
感
型

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
文
化
施
設

　
　
　
　
　
　
　
（
ス
テ
ー
ジ
）

　
六
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
設
置
さ
れ

る
交
流
の
拠
点
と
な
り
、
「
大
地
の
芸

術
祭
」
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
な
る

も
の
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
次
回
に

譲
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
私
た
ち
の

関
わ
り
方
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
開

催
さ
れ
る
様
々
な
行
事
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、

①
行
事
に
参
加
す
る
。

②
行
事
を
自
ら
企
画
・
運
営
す
る
。

③
地
域
の
物
産
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

　
営
業
を
行
う
。

④
体
験
教
室
を
開
催
す
る
。

⑤
施
設
や
公
園
等
の
市
町
村
全
体

　
の
ス
テ
ー
ジ
の
計
画
づ
く
り
に

　
参
加
す
る
、
な
ど
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
事
業
に

圏
域
の
全
員
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
、
圏
域
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
は
、
広
域
圏
内
の
住
民
誰
し
も

が
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
」
の
主
役
で
あ
り
、
舞
台
の

裏
方
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
み
ん
な
が
楽
し
み
、
そ
し
て
訪
れ

て
く
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う

な
そ
ん
な
事
業
に
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
九
日
に
は
、

ふ
る
さ
と
会
館
で
北
川
フ
ラ
ム
氏
を

招
き
町
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
建
設
的
な
ご
意
見
を
多
数

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
里
創
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
盈
〇
二
五
七
ー
五
七
－
二
六
三
七

ま
た
は
、
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
奮
七
－
二
二
二
〇
ま
で

肇醗鱒愚

　　鰯撮載こは

カーブの方向に

　　　体を傾ける

　
乗
り
物
酔
い
は
、
内
耳
の
平
衡
器

官
が
不
規
則
な
揺
れ
に
刺
激
さ
れ
て

起
こ
る
急
性
の
自
律
神
経
失
調
症
で

す
。
頭
が
重
い
、
や
た
ら
に
ア
ク
ビ

が
で
る
と
い
う
症
状
に
始
ま
っ
て
、

顔
色
が
悪
く
な
り
、
冷
や
汗
を
か
い

て
、
つ
い
に
は
吐
き
気
を
も
よ
お
し

ま
す
。

　
自
動
車
や
船
、
飛
行
機
な
ど
、
ど

ん
な
乗
り
物
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
乗
る
機
会
の
多
い
バ

ス
や
乗
用
車
の
車
酔
い
に
悩
む
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

　
車
酔
い
を
防
ぐ
に
は
、
事
前
に
充

分
な
睡
眠
を
と
り
、
消
化
の
悪
い
も

の
は
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
空

腹
は
か
え
っ
て
酔
い
や
す
く
な
る
の

で
、
軽
い
食
事
は
と
っ
て
お
く
方
が

良
さ
そ
う
で
す
。

　
乗
車
す
る
時
は
、
揺
れ
の
少
な
い

前
方
の
座
席
に
座
る
よ
う
に
し
ま
す
。

目
か
ら
の
刺
激
も
酔
い
の
原
因
と
な

る
の
で
、
動
き
の
速
い
近
く
の
景
色

は
見
ず
に
、
で
き
る
だ
け
遠
く
の
景
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平
成
9
年
度

「
明
る
い
家
庭
・
地
域
の
ふ
れ
あ
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
語
作
品

　
松
代
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会

議
で
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
環
境

改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
「
明
る
い

家
庭
・
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」
の
標
語

を
小
・
中
学
生
及
び
一
般
か
ら
募
集

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
小
学
生
の
部
》

特
選

す
す
ん
で
す
る
よ
　
元
気
な

　
　
あ
い
さ
つ
と
　
お
手
つ
だ
い

　
　
　
孟
地
小
二
年
　
石
田
さ
お
り

準
特
選

う
れ
し
い
こ
と
　
悲
し
い
こ
と

　
な
ん
で
も
　
い
っ
ぱ
い
話
そ
う
よ

　
　
　
　
松
代
小
四
年
　
池
田
正
人

ほ
ほ
え
み
と
　
や
さ
し
さ

　
　
　
あ
ふ
れ
る
　
家
族
の
会
話

　
　
　
　
松
代
小
五
年
　
駒
形
直
子

入
　
選

お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
　
え
が
お
が

　
　
い
っ
ぱ
い
　
わ
た
し
の
お
う
ち

　
　
　
松
代
小
一
年
　
小
野
島
彬
子

あ
か
る
い
え
が
お
と
あ
か
る
い

　
へ
ん
じ
　
あ
か
る
い
か
て
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
い
っ
ぽ

　
　
　
　
松
代
小
一
年
　
重
野
雄
介

は
な
そ
う
ね
　
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
お
も
い
っ
き
り

　
松
代
小
一
年
　
む
ろ
お
か
ゆ
き
お

お
は
よ
う
と
　
か
ぞ
く
に

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
　
い
い
気
持
ち

　
　
　
　
松
代
小
二
年
　
井
上
夏
未

夕
食
に
　
み
ん
な
で
話
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
の
こ
と

　
　
　
松
代
小
三
年
　
樋
口
友
佳
子

友
だ
ち
に
　
元
気
な
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
言
え
る
か
な

　
　
　
　
松
代
小
三
年
　
関
谷
美
香

あ
り
か
と
う
　
そ
の
一
声
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
だ

　
　
　
奴
奈
川
小
四
年
　
斉
木
智
美

あ
い
さ
つ
は
　
明
る
い
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
歩

　
　
　
　
松
代
小
五
年
　
市
川
聡
子

夕
食
に
　
ふ
り
か
え
ろ
う
よ
一
日
を

　
　
　
　
松
代
小
六
年
　
樋
口
直
哉

家
族
の
輪
　
一
〇
〇
W
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
ぞ

　
　
奴
奈
川
小
六
年
　
長
谷
川
理
美

《
中
学
生
の
部
》

特
　
選

話
そ
う
よ
　
そ
の
日
の
で
き
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
族
に
も

　
　
　
　
松
代
中
三
年
　
米
持
　
敦

準
特
選

食
卓
に
　
会
話
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
家
庭

　
　
　
　
松
代
中
一
年
　
柳
　
優
花

休
み
の
日
　
こ
の
日
は
家
族
で

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご
そ
う
よ

　
　
　
　
松
代
中
二
年
　
石
口
泰
子

入
　
選

幸
せ
は
　
元
気
健
康
　
家
族
の
輪

　
　
　
　
松
代
中
一
年
　
関
谷
英
美

お
年
寄
り
　
何
で
も
知
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
物
知
り
博
士

　
　
　
松
代
中
二
年
　
菅
井
那
弥
子

何
事
も
　
親
に
話
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
家
庭

　
　
　
　
松
代
中
三
年
　
高
橋
清
史

《
一
般
の
部
》

特
選

晩
ご
は
ん
　
今
日
の
で
き
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
表
会

　
　
　
松
代
小
学
校
　
相
澤
美
由
起

準
特
選

”
う
る
さ
い
”
と
　
言
わ
ず
に

　
　
　
　
　
聞
こ
う
　
子
の
話
し

　
　
　
　
孟
地
小
学
校
　
佐
藤
丈
行

“
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
”

　
　
元
気
な
子
供
の
声

　
　
今
日
も
頑
張
る
　
お
父
さ
ん

　
　
　
　
松
代
小
学
校
　
若
月
京
子

入
　
選

今
日
の
出
来
事
　
何
で
も
話
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
聞
こ
う

　
　
　
　
松
代
小
学
校
　
富
澤
石
一

コ

㎜
防
ご
う
！

皿
㎜
　
　
住
宅
火
災
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鶉
慧

e

Q
な
ぜ
、
天
ぷ
ら
油
で

　
　
火
災
に
な
る
の
で
す
か
？

A
　
天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は

天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
時
に
、

コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
．

　
天
ぷ
ら
油
は
温
度
が
三
六
〇

℃
前
後
に
な
る
と
「
油
自
体
が

発
火
」
し
て
燃
え
上
が
り
ま
す
。

　
電
話
や
来
客
で
、
コ
ン
ロ
の

そ
ば
を
離
れ
る
場
合
は
、
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。
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明
る
い
家
族
　
や
さ
し
い

　
　
呼
び
か
け
　
す
な
お
な
返
事

　
　
　
　
松
代
小
学
校
　
柳
　
好
一

「
あ
の
ネ
、
今
日
ネ
…
」
で

　
　
は
じ
ま
る
　
わ
が
家
の
夕
食

　
　
　
　
松
代
小
学
校
　
樋
口
俊
子

色
を
眺
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ス
や
乗
用
車
の
運
転
手
が
酔
わ

な
い
の
は
、
運
転
中
、
カ
ー
ブ
す
る

方
向
に
体
を
傾
け
て
無
意
識
の
う
ち

に
平
衡
感
覚
の
防
御
体
制
を
と
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
乗
客
は

カ
ー
ブ
と
反
対
方
向
に
傾
い
て
強
い

刺
激
を
受
け
て
し
ま
う
た
め
、
酔
い

や
す
く
な
る
の
で
す
。
カ
ー
ブ
の
多

い
山
道
な
ど
で
は
、
前
方
の
景
色
を

よ
く
見
て
、
カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か
っ

た
ら
そ
の
方
向
に
体
を
傾
け
た
り
、

運
転
手
の
状
態
の
動
き
を
見
て
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
車
酔

い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
安
感
も
乗
り
物
酔
い
に
影
響
し

ま
す
。
「
ま
た
気
持
ち
悪
く
な
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
心
配
を
つ
の

ら
せ
る
と
、
か
え
っ
て
酔
い
や
す
く

な
り
ま
す
。
乗
車
中
は
、
お
し
ゃ
べ

り
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
不
安
を
忘
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
読
書
は

逆
効
果
。
避
け
た
方
が
賢
明
で
す
。

「
昨
夜
は
よ
く
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」
な

ど
、
自
分
を
暗
示
に
か
け
る
こ
と
も

意
外
に
効
果
的
で
す
。

、

5



叙勲

室
岡
忠
俊
さ
ん
（
仙
納
●

前
消
防
団
長
）

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章

　
平
成
九
年
秋
の
叙
勲
で
、
室
岡
忠

俊
さ
ん
（
仙
納
、
七
十
四
歳
）
が
消

防
功
労
に
よ
り
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

簸㍗　・喜

受章・表彰
おめ響繊鐘認儲灘雛

藍綬褒章

　
室
岡
さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
か
ら

消
防
団
員
と
し
て
、
ま
た
部
長
・
分

団
長
な
ど
地
区
の
幹
部
と
し
て
地
域

の
防
災
に
貢
献
さ
れ
、
昭
和
六
十
年

か
ら
十
年
間
、
町
の
消
防
団
長
と
し

て
近
代
消
防
を
目
指
し
た
機
械
化
や

機
動
力
の
強
化
、
団
員
の
教
育
訓
練

な
ど
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。　
ま
た
、
豪
雪
に
よ
る
雪
崩
災
害
の

捜
索
や
無
人
の
は
ず
の
旧
校
舎
の
火

倉
石
義
乗
さ
ん
（
蒲
生

災
な
ど
を
は
じ
め
、
数
々
の
災
害
に

持
ち
前
の
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
平

成
四
年
に
消
防
庁
長
官
功
労
章
、
五

年
に
日
本
消
防
協
会
長
か
ら
特
別
表

彰
も
受
け
ら
れ
、
町
消
防
委
員
会
委

員
や
農
協
理
事
、
町
議
会
議
員
も
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
受
章
は
、
こ
の
よ
う
な

消
防
防
災
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
、
今
後
益
々
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
松
泉
寺
）

厚
生
保
護
功
労
で
藍
綬
褒
章
受
章

　
昭
和
二
十
五
年
か
ら
四
十
七
年
間

保
護
司
と
し
て
犯
罪
予
防
や
罪
を
犯

し
た
人
の
更
生
に
誠
実
に
尽
力
さ
れ

て
き
た
倉
石
義
乗
さ
ん
（
蒲
生
・
七

十
五
歳
）
が
、
こ
の
ほ
ど
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
倉
石
さ
ん
は
、
松
泉
寺
住
職
の
か

た
わ
ら
民
生
児
童
委
員
や
人
権
擁
護

委
員
、
心
配
ご
と
相
談
員
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
保
倉
園
の
理
事
な
ど

を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
三
十
八
年
か
ら
九
年
間
、
蒲
生
季

節
保
育
所
の
園
長
（
無
給
）
と
し
て

幼
児
保
育
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
（
昭
和
四
十
三
年
ま
で
松

泉
寺
を
開
放
し
て
保
育
）

　
出
稼
ぎ
先
の
犯
罪
や
、
転
入
町
外

「県民の警察官」

松代交番

鈴木所長が
　表彰されました

　
十
一
月
六
日
、
新
潟
市
の
県
民
会

館
に
お
い
て
、
松
代
交
番
の
鈴
木
聡

所
長
が
「
新
潟
県
民
の
警
察
官
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
所
長
は
、
昭
和
三
十
九
年
か

ら
新
潟
県
警
に
採
用
さ
れ
刑
事
係
、

地
域
係
と
し
て
活
躍
。
松
代
交
番
に

は
昨
年
三
月
、
新
潟
東
警
察
署
か
ら

転
勤
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
交
番
所
長
と
し
て
、
町
民
の

安
全
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
地
域
の

防
犯
や
交
通
安
全
指
導
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
剣
道
教
室
に
も
指
導
員
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
、
剣
道

を
通
じ
て
青
少
年
育
成
に
も
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
な
ど
で
今
ま

で
と
は
違
っ
た
形
態
の
事
件
・
事
故

も
危
惧
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、

健
康
に
留
意
さ
れ
、
町
の
治
安
維
持

と
と
も
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
な
お
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

崇
・
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
・
崇
・
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
寮
・
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
崇
・
楽

者
の
保
護
観
察
に
は
家
族
に
も
知
れ

な
い
よ
う
に
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
に
格
段
の
気
を
使
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
犯
罪
者
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
方
々
を
温
か
い
目
で
見
つ
め
続
け

て
こ
ら
れ
た
倉
石
さ
ん
は
「
犯
罪
や

保
護
の
件
数
が
減
り
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
世
の
中
を
…
…
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
社
会
奉
仕
の
精
神
で
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
い
る
倉
石
さ
ん

の
今
回
の
受
章
に
よ
り
保
護
司
と
い

う
仕
事
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
が

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

＊
保
護
司
＊
（
広
辞
苑
）

　
犯
罪
者
の
改
善
・
更
生
を
助
け
、

犯
罪
の
予
防
に
当
た
る
民
間
の
篤
志

家
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
無
給
。
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・
躍

毅

東
頸
城
郡
美
術
展

　
十
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
三
日

間
、
牧
村
公
民
館
に
お
い
て
第
十
六

回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
も
絵
画
・
彫
塑
工
芸
・
書

道
・
写
真
の
四
部
門
に
二
百
点
の
力

作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
町
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
に
計
五
十
四
点
が
出
品
さ
れ
、
次

の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
月
三
日
の
文
化
祭
で

は
、
ふ
る
さ
と
会
館
で
も
展
示
さ
れ

来
館
者
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

簗
鰻

　　縄　難灘懸

《
書
道
部
門
》

め
さ
タ
タ
づ
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
ゑ
ゆ
マ

つ
　
ル
　
ほ
　
に
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

欝
桝
。
鱗
榊
欝
灘
瀧
ゼ
『
年
・
撒
鰍

郡
展
賞
　
　
「
蘇
東
披
詩
」

　
　
　
　
　
高
野
義
男
・
松
代

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
「
わ
た
し
の
故
郷
」

　
　
　
若
井
エ
デ
ィ
タ
・
蓬
平

奨
励
賞
　
　
「
居
延
漢
簡
」

　
　
村
山
亜
紗
美
・
松
代
高
校

無
監
査
　
　
「
東
照
公
遺
訓
」

　
　
　
　
　
鈴
木
益
蔵
・
松
代

無
監
査
　
　
「
良
寛
詩
遺
訓
」

　
　
　
　
　
西
潟
浩
平
・
福
島

ミ
暗■．’＾冒｛い

　璽
叡1、翔

　
《
彫
塑
・
工
芸
部
門
》

審
査
員
特
別
賞
　
　
「
軍
配
」

　
　
　
　
　
米
持
義
一
・
室
野

　
　
　
《
写
真
部
門
》

奨
励
賞
「
何
か
の
予
感
」

　
　
　
　
　
鈴
木
洋
一
・
松
代

奨
励
賞
「
雫
」

　
　
　
　
　
邨
山
重
信
・
室
野

難幽幽幽幽幽幽幽幽

群
慧
　
騰
馨
鎌
博
・
鐙
擾
撃

裏
で
キ
燭
羨
森
“
豪
“
鷹

薦
♂
複
拝
海
轟
歎
訣

勲
風
紋
亟
漁
酔
赦
縄
纏

奪
参
　
傘
部
－
蕩
、
藻
笈

・

勢
、
ぎ
罵
蒜
ぢ
織
哨
，

灘
”
幽
へ
編
耗
か
気
ム

タ奢
の
齢
驚
馨
〆
が
｝
み

蓬
∵
ε
濁
別
へ
筆
薦
・
薬

茎、

牽
環
藤
メ
ザ
、
々
催
豊
墨

諏
縛
黙
繁
泓
メ
鹸
叢
蓮

鑑
繋
轟
峯
拶
澱
鷺
鎌
辮
締

・
鎌
爆
灘
・
繍
・
灘
膿
難
鞍

p
灘
灘
懸
嚇
譲
灘
顯
、

》
郡
展
賞
　
高
野
義
男
さ
ん

　
「
蘇
東
披
詩
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

…茜＾　琳『賭　≧　　　銘　　　≧　　　　　甑凸κ　鰹鱈励　　モ　　　鋳
咽4《x　　 嵐撤頓　　　～

　　　■

繍
．
、

騰
し

▲審査員特別賞

　　　　　若井エディタさん

　　　「わたしの故郷」

　跡　　収　　盈　　葦　嚢　雲餐蒙萎

》
審
査
院
特
別
賞

　
米
持
義
一
さ
ん
「
軍
配
」

献血を

ありがとう

役場前10月30日

【
成
分
献
血
】

勝
又
　
治
／
斉
木
　
勉
／
佐
藤
一
弘

佐
藤
信
一
／
鈴
木
正
和
／
関
谷
八
郎

滝
沢
昭
彦
／
田
村
隆
雄
／
畑
山
武
志

浜
川
一
明
／
柳
　
隆
／
大
日
向
　
泉

春
日
和
子
／
小
堺
月
子
／
関
谷
里
美

田
辺
栄
子
／
樋
口
淳
子
／
牧
野
恵
子

本
山
絹
江
／
柳
　
裕
子
　
以
上
2
0
名

【
四
百
㎡
全
血
】

石
口
松
男
／
永
井
良
子
　
以
上
2
名

大
学
な
ど
を
卒
業
し

　
　
　
　
　
就
職
し
た
と
き
は
…
？

A
　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
学

生
の
み
な
さ
ん
が
、
卒
業
後
、
会
社

な
ど
に
就
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
す
る
と
「
第
一
号
被
保

険
者
」
か
ら
「
第
二
号
被
保
険
者
」

に
変
わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
市
区
町
村
で
国
民
年
金
被
保
険
者

の
種
別
変
更
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
加
入
（
住
民
登
録
を

し
た
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
、
年
金
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
「
第

一
号
被
保
険
者
」
か
ら
「
第
二
号
被

保
険
者
」
に
変
更
す
る
た
め
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
就
職
先
へ
年
金
手
帳
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
手
帳
は
「
一
人
に
一
手
帳
」

で
す
。
在
学
中
に
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
に
よ
り
受
け
取
っ
た
年
金

手
帳
を
、
必
ず
就
職
先
の
事
業
主
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
す
る
手
続
き
な
ど
は
、
あ
な
た

に
代
わ
っ
て
事
業
主
が
行
い
ま
す
。
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松代町農業賞

若
井
信
夫
・

牧
田
貞
夫
・

チ
ヨ
子
さ
ん
（
蓬
平
・
ま
る
こ
し
）

ク
ニ
さ
ん
（
峠
・
な
か
ば
や
し
）

団
体
の
部

　
本
年
度
で
十
五
回
目
と
な
る
松
代

町
農
業
賞
に
、
蓬
平
の
若
井
信
夫
・

チ
ヨ
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
ま
る
こ
し
）

と
峠
の
牧
田
貞
夫
・
ク
ニ
さ
ん
ご
夫

妻
（
な
か
ば
や
し
）
、
団
体
か
ら
は
滝

沢
生
産
組
合
が
選
ば
れ
、
十
一
月
三

日
、
恒
例
と
な
り
多
く
の
参
加
者
で

賑
う
農
業
祭
の
会
場
で
関
谷
町
長
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
農
業
経
営
の
近
代
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
が

他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な
個
人
・
団

体
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の

農
業
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

滝
沢
生
産
組
合

　
若
井
信
夫
さ
ん
は
、
蓬
平
生
産
組

合
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
り
、
現
在

専
任
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
生
産
組
合
の
組
織
づ
く
り
は
、
農

業
労
働
力
の
高
齢
化
・
過
疎
化
に
対

応
し
た
作
業
受
託
に
よ
る
も
の
で
、

そ
れ
は
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的

な
も
の
で
す
。
農
道
舗
装
や
田
の
基

盤
整
備
、
育
苗
か
ら
乾
燥
調
整
な
ど

低
コ
ス
ト
と
省
力
化
を
図
り
、
平
成

四
年
に
は
県
認
定
生
産
組
織
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
過
程
の
中
で
若

井
さ
ん
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

共
に
、
現
在
、
有
機
米
の
生
産
拡
大

　
　
　
　
　
　
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

▲若井信夫・チヨ子さんご夫妻

奥
さ
ん
は
「
杉
の
子

グ
ル
ー
プ
」
の
中
心

メ
ン
バ
ー
と
し
て
農

産
加
工
に
積
極
的
に

取
り
組
む
な
ど
、
ご

夫
婦
共
々
、
松
代
町

農
業
の
活
性
化
に
貢

献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
牧
田
貞
夫
さ
ん
は
、

立
地
条
件
を
活
か
し

た
「
夏
秋
な
す
」
と

水
稲
を
三
八
○
膵
ー

の
複
合
経
営
を
実

践
さ
れ
離
農
者
の
土
地
集
積
と
基
盤

整
備
、
側
条
施
肥
の
い
ち
早
い
導
入

に
よ
り
豪
雪
地
で
の
春
先
の
労
働
力

の
軽
減
や
品
種
構
成
の
適
正
化
に
よ

る
労
働
の
分
散
な
ど
、
時
代
を
先
取

り
し
た
農
業
経
営
を
評
価
さ
れ
ま
し

た
。　
奥
さ
ん
は
「
農
業
地
域
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
活
躍
。
女
性
の

立
場
か
ら
地
域
農
業
に
尽
力
さ
れ
、
「
峠

Y
M
グ
ル
ー
プ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
り
、
手
づ
く
り
味
噌
を
中
心
と
し

た
農
産
物
加
工
に
な
ど
積
極
的
な
農

業
経
営
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
団
体
の
部
の
滝
沢
生
産
組
合
は
、

稲
作
の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力
化
と
受

委
託
の
円
滑
な
推
進
に
よ
る
集
落
の

農
地
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
「
山
う
ど
栽
培
」
や
「
し
め
縄

づ
く
り
」
な
ど
も
積
極
的
に
展
開
し

組
織
と
し
て
の
ま
と
ま
り
も
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
設
立
後
二
年
目
に
し

て
「
県
認
定
生
産
組
織
」
へ
と
発
展

し
ま
し
た
。

　
町
中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い

う
地
理
的
条
件
を
克
服
し
、
集
落
が

一
丸
と
な
っ
て
農
業
振
興
に
取
り
組

む
姿
は
、
今
後
の
中
山
間
地
農
業
を

支
え
る
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
評
価
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
へ
の
波
及

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
中
山
間
地
は
条
件
不
利
地
域
と
さ

れ
る
反
面
国
土
保
全
に
果
た
す
公
益

的
機
能
や
そ
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源

▲牧田貞夫・クニさんご夫妻

く1スーパーコシヒカリ団地総合

　評価、代表ほ場の部で、最優

秀賞を受賞された牧田弘さん

　　　　　　（峠・こうさつ）

峠・鍋立団地も、優良賞に

輝きました。

▲滝沢生産組合の皆さん

を
活
か
す
地
域
振
興

が
多
方
面
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
受
賞
さ
れ
た
皆

様
に
は
、
そ
の
地
域
振

興
を
担
う
一
員
と
し
て

新
し
い
町
農
業
の
創
造

を
目
指
し
、
一
層
の
ご

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
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平
成
9
年
度

基
本
健
診
の
結
果

　
一
年
た
つ
の
は
な
ん
て
早
い
ん
で

し
ょ
う
。
あ
っ
と
言
う
間
で
し
た
ね
。

今
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

　
さ
て
、
今
年
度
の
基
本
健
診
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
ざ
っ
と
見
る
と
、
心
電
図
に
何
か

あ
っ
た
人
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

高
い
人
、
貧
血
の
あ
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
ね
。
昨
年
も
こ
の
三
つ
が
多

か
っ
た
の
で
、
松
代
町
の
傾
向
の
よ

う
で
す
。

　
男
女
の
差
が
大
き
い
の
は
、
総
コ

　
　
％

平成9年度基本健診結果

10　　　　　　　15　　　　　　　205　　　　　　　　　0

血圧（180τ／100f）

　　　　　　心電図，

　　　眼底H以上

　　　総コレステロール

HDLコレステロール

　　　　　中性脂肪

　　　GOT・GPT

　　　　　γ一GTP

　貧血（Hb．Ht．）

　　　　　　　血轄

　　　　　　　肥満

闘
　
婦

⑩
帆
健

愚
　
保

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
検
査
（
G

O
T
・
G
P
T
、
7
－
G
T
P
）
、
肥

満
度
、
H
D
L
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
中
の
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
年
代
別
に

見
て
み
ま
し
た
。
（
今
年
度
か
ら
、
健

診
対
象
者
は
三
五
歳
以
上
に
な
っ
て

い
ま
す
。
）

　
三
五
～
四
九
歳
ま
で
は
、
男
性
の

方
が
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高
い
人

が
多
い
の
で
す
が
、
五
〇
歳
代
を
過

ぎ
る
と
、
一
気
に
逆
転
し
て
し
ま
い

ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
閉
経
後

に
高
く
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
女
性
の
皆
さ
ん
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
ね
！

＋男性
一●一女性

年代別総コレステロール（220以上）

4
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
2

総計30－39歳　　　40－49歳　　　50－59歳　　　60－69歳　　　70－79歳　　　80歳以上

　　　中性脂肪・コレステロールを

　　　　　上げないポイント

D●’

　お酒や，お菓子・くだものに多く含まれて

いる糖類のとりすぎに注意しましょう。

　コレステロールを多く含む食品をとりすぎ

なし、ようにしましょう。

　
で
は
、
高
脂
血
症
（
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪
）
を
予
防
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
載
せ
て
お
き
ま
す
の
で
、

ご
参
考
に
ど
う
ぞ
！

　
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
良
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
！

　毎日できるだけ運動をしましょう。運動を

すると中性脂肪が減り，善玉のHDLコレステ

ロールが増えることがわかっています。まず

は一番手軽な運動として，「歩くこと」から

はじめてみましょう。

》
ぞ

　
　
記

嵐
諦

o～》

八
紛
十
の
八
そ

橋高

ド
リ
ギ
科
）
　
）

う
落
葉
の
寄
生
木

な
の
で
す
。

　
ホ
ヤ
と
方
言
で

呼
ん
で
い
る
普
通

の
ヤ
ド
リ
ギ
は
常

緑
性
で
す
が
、
こ

の
「
穂
咲
寄
生
木
」

と
い
う
ホ
ザ
キ
ヤ

ホ
ザ
キ
ヤ
ド
リ
ギ

　
晩
生
の
キ
ノ
コ
で
あ
る
ユ
キ
フ
リ

ボ
ウ
ズ
（
ク
リ
タ
ケ
）
を
探
し
て
ナ

ラ
の
木
が
主
な
山
の
ツ
ン
ネ
（
峰
）

を
歩
い
て
い
る
時
で
す
。
疲
れ
た
の

で
汗
を
拭
お
う
と
し
て
ふ
と
、
澄
ん

だ
青
空
を
見
上
げ
る
と
黄
金
色
に
き

ら
め
く
珠
玉
が
こ
ず
え
に
見
え
て
ハ
ッ

と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
若
い
こ
ろ
に
は
、
木
に
登
っ
て
そ

の
枝
を
取
っ
て
き
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
見
事
な
輝
く

黄
金
の
珠
は
ホ
ザ

キ
ヤ
ド
リ
ギ
（
ヤ

　
　
　
　
　
と
、

疹
彩
の　，壷

ド
リ
ギ
は
秋
に
は
葉
が
落
ち
て
し
ま

い
、
黄
金
の
玉
の
み
が
残
っ
て
陽
光

に
輝
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
果
実

の
中
に
粘
る
質
の
液
に
包
ま
れ
た
種

子
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
を
食

べ
た
小
鳥
は
、
く
ち
ば
し
に
粘
り
着

い
た
も
の
を
拭
い
取
ろ
う
と
し
て
枝

に
こ
す
り
つ
け
る
と
、
そ
の
枝
に
種

子
が
付
着
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
芽
す

る
と
い
う
繁
殖
の
知
恵
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
．

　
こ
の
よ
う
な
美
し
い
も
の
を
眺
め

る
こ
と
の
で
き
る
の
も
、
山
歩
き
を

愛
す
る
も
の
の
余
録
と
い
う
も
の
で

し
ょ
う
か
。
家
に
じ
っ
と
し
て
い
て

は
絶
対
に
鑑
賞
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
自
然
の
美
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
珠
玉
も
木
枯
ら
し
が

吹
き
、
雪
が
降
っ
て
く
る
こ
ろ
に
は

無
残
に
も
地
上
に
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
美
し
さ
は
、
ま
た
来
年
に

期
待
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

亀
　
、

ρ
蔓

z

ホ
ザ
キ
ヤ
ド
リ
ギ
（
ホ
ヤ
）

9



松代中

県
中
学
校
駅
伝
で
総
合
E
位
！

宮
澤
健
二
君
は
第
3
区
で
区
間
賞

　
十
一
月
十
五
日
、
新
潟
市
陸
上
競

技
場
に
お
い
て
第
七
回
新
潟
県
中
学

校
駅
伝
競
争
大
会
が
開
催
さ
れ
、
松

代
中
学
校
は
三
年
生
三
人
、
二
年
生

三
人
の
メ
ン
バ
ー
で
挑
み
、
総
合
で

十
二
位
の
成
績
。
第
三
区
で
は
宮
澤

健
二
君
が
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
次
に
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
（
紙

面
の
都
合
で
三
名
だ
け
）
い
た
し
ま

す
。＿1

叢

▲大会直後に記念撮影

駅
伝
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
貴
士

　
僕
は
、
今
年
す
べ
て
一
区
を
ま
か

さ
れ
て
仲
間
へ
の
信
頼
感
が
強
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
一
秒
で

も
差
を
縮
め
れ
ば
み
ん
な
が
何
と
か

し
て
く
れ
る
…
と
思
い
な
が
ら
走
り

ま
し
た
。
県
駅
伝
で
は
、
ト
ッ
プ
と

か
な
り
差
が
開
い
て
し
ま
っ
た
け
ど

精
一
杯
走
れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
、
地
区
駅
伝
が
終
わ
っ
て
も
駅
伝

部
を
や
め
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
駅
伝
部
と
し
て
の
大
き

な
成
長
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
駅
伝
は
と
て
も
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い
出
は

走
っ
た
六
人
だ
け
で
作
っ
た
思
い
出

で
は
な
く
、
応
援
し
て
く
れ
た
二
十

三
人
と
、
指
導
し
て
く
れ
た
小
林
先

生
の
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。
県
駅
伝

で
は
一
＋
一
が
三
十
六
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
県
駅
伝
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
室
岡
雅
志

　
県
駅
伝
は
、
僕
に
と
っ
て
最
後
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に

向
け
て
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
練
習

し
た
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
「
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
新
潟
で
走
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
た
が

メ
ン
バ
ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
新

潟
に
行
け
る
こ
と
に
な
り
、
悲
し
い

よ
う
な
嬉
し
い
よ
う
な
不
安
な
気
持

ち
で
し
た
。
そ
し
て
大
会
本
番
に
な

り
、
走
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
見
る

と
う
ら
や
ま
し
く
走
れ
な
い
自
分
が

恥
ず
か
し
く
、
と
て
も
悔
し
い
と
思
っ

た
こ
と
が
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
結
果
は
12
位
だ
け
ど
、

こ
の
駅
伝
か
ら
多
く
の
こ
と
を
身
に

つ
け
見
つ
け
た
と
思
い
ま
す
。
人
そ

れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
僕
は
「
駅
伝

部
全
員
の
仲
間
が
い
た
か
ら
今
の
自

分
が
い
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
県
駅
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
澤
健
二

　
今
回
の
県
駅
伝
は
、
三
年
間
最
後

の
駅
伝
大
会
で
し
た
。
春
の
こ
ろ
は

先
生
に
「
今
年
は
県
は
無
理
だ
ろ
う

な
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
こ
こ

ま
で
来
ま
し
た
。
郡
駅
伝
は
三
位
、

地
区
は
五
位
と
両
方
入
賞
し
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
よ
い
成
績
だ
っ
た
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
今

回
の
県
中
は
自
分
の
力
を
全
部
出
し

切
り
ま
し
た
。
結
果
は
12
位
で
し
た

が
満
足
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も

郡
大
会
で
負
け
た
安
塚
、
松
之
山
に

勝
っ
た
こ
と
や
、
北
越
地
区
内
で
は

四
位
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
最

後
の
駅
伝
大
会
、
し
か
も
県
大
会
で

区
間
賞
も
と
れ
た
か
ら
で
す
。

　
今
回
の
チ
ー
ム
は
、
去
年
よ
り
も

速
い
チ
ー
ム
と
は
い
え
な
か
っ
た
け

ど
い
い
チ
ー
ム
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

区間賞に輝く

宮澤健二君

各
地
の
大
会
で
大
活
躍
！
優
勝
も
続
出
。

　
秋
に
な
る
と
恒
例
の
少
年
剣
道
大

会
が
各
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
大
会
に
も
、
松
代
剣
道

教
室
に
通
う
少
年
剣
士
た
ち
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く

優
勝
目
指
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
少
年
剣
士
も
小
学
校
一
・
二

1篶、

も参加（松代少年剣道大会）

　第7回県中学校駅伝大会

　　参加選手と記録
1区　5．Okm　柳　貴士　16分46秒

2区　3．2km　齋藤雄治　11分11秒

3区　4．1km　宮澤健二　12分48秒

4区　4．1km　関谷則和　14分33秒

5区　2．7km　宮澤秀志　8分59秒

6区　5．5km　小堺直人　19分32秒

年
生
か
ら
剣
を
握
っ
て
お
り
、
他
地

区
の
剣
士
た
ち
に
負
け
な
い
剣
さ
ば

き
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
は
、
優
勝

に
輝
く
な
ど
好
成
績
で
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
十
日
町
市
民
剣
道
大
会

　
1
0
月
1
0
日
　
十
日
町
西
小
学
校

　
　
　
小
学
校
高
学
年
個
人
戦

　
優
勝
　
斉
木
真
也
　
松
代
小
六
年

■
第
4
2
回
郡
市
親
善
剣
道
大
会

　
n
月
9
日
　
十
日
町
総
合
体
育
館

　
　
　
小
学
校
高
学
年
個
人
戦

　
優
勝
　
斉
木
真
也
　
松
代
小
六
年

■
第
1
0
回
松
代
少
年
剣
道
大
会

　
n
月
1
6
日
　
松
代
町
総
合
体
育
館

　
　
　
小
学
校
五
・
六
年
個
人
戦

　
優
勝
　
斉
木
真
也
　
松
代
小
六
年

　
　
　
中
学
校
男
子
個
人
戦

　
三
位
　
柳
　
貴
士
　
松
代
中
三
年

■
第
1
7
回
修
練
館
少
年
剣
道
大
会

　
n
月
2
3
日
　
浦
川
原
村
民
体
育
館

　
　
　
小
学
校
六
年
生
個
人
戦

　
優
勝
　
斉
木
真
也
　
松
代
小
六
年

　
　
　
中
学
校
男
子
個
人
戦

　
三
位
　
斉
木
由
輔
　
松
代
中
二
年

　
な
お
、
十
二
月
七
日
は
白
根
で
、

十
四
日
に
は
柏
崎
の
潮
風
旗
大
会
に

も
出
場
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
少

年
剣
士
の
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
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12月19日力・ら

　
捨
て
た
ら
た
だ
の
ゴ
ミ
、
し
カ
し

そ
の
気
で
取
り
組
め
ば
資
源
の
有
効

利
用
と
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、

松
代
区
の
先
駆
性
と
㈱
高
橋
組
松
代

営
業
所
様
の
ご
協
力
に
よ
り
当
町
で

も
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
鉄
道
建
設
公
団
の
閉
鎖

に
よ
り
そ
の
事
務
所
を
譲
り
受
け
て

十
二
月
十
九
日
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
物

品
の
新
た
な
保
管
場
所
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
回
収
品
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す

が
、
生
ゴ
ミ
や
危
険
物
、
フ
ト
ン
な

リ
サ
ィ
ク
ル
物
品
の

集
積
所
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
旧
鉄
道
建
設
公
団
事
務
所
に
）

　
　
　
　
た
だ
し
、
持
ち
込
み
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
》

ど
は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
管
理
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
ま
す
。
物
品

を
持
ち
込
め
る
日
時
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
《
回
収
・
m
目
》

■
古
新
聞
（
チ
ラ
シ
は
古
雑
誌
に
）

■
古
雑
誌
　
■
ダ
ン
ボ
ー
ル
　
■
牛

乳
パ
ッ
ク
（
中
を
洗
い
切
り
開
く
）

■
ア
ル
ミ
缶
（
中
を
洗
う
）
■
古
着

．
※
　
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
し
、
品
目
ご

　
と
に
ひ
も
で
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼新しい集積所

　
　
　
　

鵡
璽
．

《
持
ち
込
め
る
日
》
金
曜
と
日
曜
日

が
原
則
で
す
。
左
表
○
印
の
日
以
外

は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。《
持
ち
込
め
る
時
間
》

指
定
日
の
午
後
一
時
～
四
時

《
問
い
合
わ
せ
》

役
場
住
民
課
　
国
保
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
奮
7
1
2
2
2
0

　綴麟礁籍後．1購鎌構繕

礁薇霞鐵郷檬．鵜懸難懸懸繍

　　　平成9年12月

1415161718⑲20
⑳22232425⑳27
⑳293031

　平成10年1月

　　　1　2　3
5678⑨1012　　13　　14　　15　　16　　17

19202122⑳24
26272829⑳31

4
⑪
⑱
⑳

月
　
5

　年
　
4
m成　
3

平　
22345⑥79101112⑩14
16171819⑳21
23242526⑰28

①
⑧
⑮
⑫
．

月　
　
5

　
㌧
年
　
　
4

旧
、
成
　
　
3

平　
　
22345⑥79101112⑱14
16171819⑳21
23242526⑰28
30　31

①
⑧
⑮
⑳
⑳
』

　インターネットで

　あなたのホーあぺ一ジを

　　　　つくってみまぜんか

　町公民館でぽ、インターネッ

トによる町の紹介ぺ一ジづく9

を進めています。

　イ繋ターネソトに興味のある

方、子どもたちも参加する易し

い講座にぜひお出でください。

　詳駕い内容は、12月鈎日（鶴の

開講式はお知らせじます．

【開講式】

麹月灘日1醇午後生時半～

総合センター　2階会議室

【講師】十日町情報館準備室

様
　
　
岨

霧
　
　
お

誠
】
㍗

野
み
謄

佐
込
　
し
　
申
係

　
・
育

　
せ
教

　
わ
会

　
合
社

　
い
館

　
間
民

　
【
公

年末年始　ゴミ収集の休業は

12月31日～1月4日です
　　休業期間中は絶対に出さないでください

県民文化週問’9

室内楽演奏会
　　　11月8日仕

第1部
長岡室内合奏団（写真）

第2部
上野正人（バリトン独唱）

平野俊介（ピアノ伴奏）

一
、



O

鮭

　
食
文
化
の
発
達
し
た
現
在
で
は
、

鮭
の
切
り
身
は
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ

る
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
お
正
月
の

祝
い
魚
が
鮭
の
切
り
身
だ
っ
た
。
今

で
も
白
い
マ
ン
マ
（
ご
飯
）
に
ト
ト

（
魚
）
か
つ
て
…
…
と
思
い
出
す
。

　
鮭
は
、
川
で
生
ま
れ
て
海
に
出
る
。

大
海
原
を
泳
ぎ
回
る
こ
と
数
千
。
。
。

海
外
の
ロ
シ
ア
、
ア
ラ
ス
カ
の
文
字

通
り
の
海
外
旅
行
で
あ
る
。
海
外
で

修
業
を
積
み
、
立
派
な
生
魚
に
な
っ

た
時
、
ふ
っ
と
生
ま
れ
故
郷
を
思
い

出
し
、
川
の
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
戻
っ

て
く
る
。
ど
う
も
川
の
味
が
忘
れ
ら

れ
な
い
よ
う
だ
。
故
郷
で
子
孫
を
残

し
て
鮭
の
一
生
が
終
わ
る
。

東
京
松
代
会

幹
事
長

帰
関

　
片
や
人
間
様
は
と
い
え
ば
、
学
校

を
卒
業
後
、
社
会
と
い
う
大
海
原
へ

出
る
。
自
分
を
磨
き
、
や
が
て
結
婚

し
、
子
育
て
が
始
ま
る
。
こ
の
間
、

故
郷
を
思
い
出
し
て
も
さ
ほ
ど
帰
れ

な
い
。
子
育
て
も
終
わ
っ
て
、
成
長

し
た
自
分
を
見
つ
め
る
こ
ろ
に
な
る

　
　
　
　
　
さ
と

と
生
ま
れ
た
郷
の
匂
い
が
恋
し
く
な

り
、
無
性
に
帰
り
た
く
な
る
。

　
鮭
が
恋
し
い
の
は
川
の
水
の
味
な

ら
ば
、
人
間
様
は
国
家
社
会
に
貢
献

し
、
一
定
年
齢
を
過
ぎ
た
こ
ろ
故
郷

の
味
が
恋
し
く
な
る
。

一
月
は
、
あ
ん
こ
ろ
餅
に
黄
な
粉
餅
。

　
お
ふ
く
ろ
が
作
っ
た
お
せ
ち
の
味
。

二
月
は
、
味
噌
煮
の
豆
汁
（
ス
イ
コ
）

り
〃、

恩口

孝

埼
玉
県
草
加
市
在
住

　
　
千
年
・
鉄
京
出
身

に
粉
餅
付
け
て
．

三
月
は
、
弓
矢
に
揃
え
る

　
カ
ラ
ッ
コ
と
ア
ン
ボ
の
味
。

四
月
は
、
春
節
句
。

　
山
で
焼
い
た
餅
の
味
。

五
月
は
、
子
ど
も
の
節
句
。

　
蓬
、
菖
蒲
の
団
子
。

　
団
子
チ
マ
キ
に
三
角
ち
ま
き
。

『
何
時
ま
で
や
っ
て
る
、

　
　
　
　
　
　
　
馬
鹿
野
郎
め
！
』

　
　
　
『
じ
ゃ
あ
…
や
め
る
よ
…
』
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垂遁東京

だより

　
老
魚
（
老
人
）
に
な
れ
ば
誰
も
が

故
郷
を
想
う
、
と
す
れ
ば
人
間
も
鮭

も
大
し
た
違
い
は
な
い
じ
ゃ
な
か
ろ

う
か
。
鮭
の
前
で
は
、
大
き
な
事
は

言
え
な
い
ぞ
。
鮭
に
笑
わ
れ
る
。
人

間
も
鮭
も
故
郷
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

事
を
し
た
い
と
思
う
の
は
同
じ
だ
。

故
郷
へ
の
贈
り
物
を
す
る
ぞ
と
い
え

ば
予
想
を
上
回
る
寄
付
金
が
集
ま
る

の
だ
。

　
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
数
日
と
な
っ

た
。
新
年
を
元
気
で
迎
え
た
い
と
思

う
。
最
後
に
、
今
年
も
「
東
京
発
」

（
広
報
ま
つ
だ
い
）
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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ノ
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ρ
　
プ

駐
車
の
場
所
に

　
　
　
気
を
つ
け
て
！

　
日
ご
ろ
、
ほ
く
ほ
く
線
や
当
ふ
る

さ
と
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
降
雪
期
を
迎
え
除
雪
作
業

も
始
ま
り
ま
し
た
。
冬
期
間
に
お
け

る
夜
間
・
早
朝
駐
車
に
つ
い
て
は
、

除
雪
の
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
道
路

側
に
の
み
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
駐
車
場
の
中
央
部
分
及
び
、

線
路
側
に
つ
い
て
は
除
雪
し
た
後
に

駐
車
願
い
ま
す
。
夜
間
・
早
期
の
駐

車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
回
転

場
と
な
る
ロ
ー
タ
リ
i
部
分
は
昼
夜

と
も
駐
車
禁
止
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
会
館
3
F

振
興
課
ま
で
（
費
七
ー
三
〇
〇
〇
）

12／06　第三回役員会　県人会館

　　　　園①新年会細目について

　　　　　②冬の陣参加計画

　　　　　③平成10年度事業計画

12／07　会報7号発送　於金港堂

　　　　新年会のお誘い、会員名

　　　　簿、年会費払込票同封

1／06　企画委員会　於県人会館

　　　　國①五委員会、趣味の会

　　　　　　年間計画発表

　　　　　②新年会最終確認

1／11新年総会（11：30～14：00）

　　　　於渋谷東急文化会館7F

　　　　ゴールデンホール

　　　　　　　　費03－3409－4181

　　　　　会費　男性　8，000円

　　　　　　　　女性『7，000円

　　多数のご参加お待ちします。

《ひろば》

1／11新年会終了後、近くの渋

谷郵便局にて郵便番号7桁に伴う

発送機器の見学。希望者は当日会

場受付にてお申し込みください。

郵便局長は、佐藤幸二氏（室野出

身）です。
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短
　
　
　
　
　
歌

朝
か
げ
は
山
の
端
を
染
め
み
る
み
る

　
　
　
　
　
　
も
み
じ

に
深
き
谷
間
の
紅
葉
に
と
ど
く

百
年
後
の
寺
庭
思
い
浮
か
べ
つ
つ

紅
葉
の
苗
木
大
地
に
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

秋
あ
か
ね
ふ
っ
と
飛
び
立
ち
捕
へ
む

と
し
た
る
そ
の
手
に
そ
っ
と
止
ま
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

ほ
く
ほ
く
線
垣
間
見
る
秋
山
燃
え
て

残
像
浮
か
ぶ
ト
ン
ネ
ル
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
コ
メ

し
ぐ
れ
つ
つ
暮
れ
た
る
宵
は
大
根
を

お
ろ
す
音
さ
え
闇
の
底
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
　
し
ぶ
み
句
会

落
葉
掃
き
日
課
の
ひ
と
つ
と
励
み
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

千
茶
な
ど
と
言
ひ
つ
・
食
め
ば
口
に

合
ふ
　
　
　
　
　
　
　
三
代

枯
れ
蟷
螂
掃
き
よ
せ
ら
れ
し
寺
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

休
む
間
も
惜
し
む
大
工
や
日
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

読
み
ふ
け
る
虚
子
の
名
句
や
秋
灯
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

榛
名
富
士
紅
葉
の
湖
畔
歩
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

野
分
去
り
も
と
の
室
野
の
静
け
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

お
し
ゃ
べ
り
の
茶
髪
の
女
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

木
を
囲
ふ
小
春
日
暮
れ
て
い
ま
ふ
ま

で
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

立
話
は
し
り
蜜
柑
を
も
ら
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

　
　
蒲
　
生
　
句
　
会

走
り
根
に
溜
ま
る
秋
雨
見
つ
つ
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

う
ら末
枯
れ
て
野
仏
顔
を
出
し
給
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

屋
根
普
請
寺
に
二
本
の
冬
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

沢
庵
の
重
石
に
手
貸
す
妻
も
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

入
口
を
ひ
と
つ
に
決
め
て
冬
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

く
り
や
厨
下
駄
は
い
て
薬
味
の
葱
ぬ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

逆
さ
ま
に
長
靴
干
さ
れ
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

掃
き
寄
せ
て
掃
き
寄
せ
て
枯
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

三
度
目
の
雪
山
に
来
し
鯉
囲
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

馳し鵬随吻切

　’》α　。　●，。’網

舞欝妻
三κ7・獄も

漸
．
磯

鰺，綜

鵬
　．』’　o

　剛．覧　　　、　　　，
　’一ノ　　　，　　　　鮨

　　　ノ　じノ・、　’i鋼こ’
　N〆’！’、
ηア7　　　　、

譲占　　　
　
　
ノ
’
　
．

　
　
ら
ヤ
ノ
罐吻搬
押
岬
リ
サ
ン
タ
さ
侮
て

　
　
’
ほ
ん
と
に
い
3
の
？

磁
．
＆
翻
皿

＜
ま
ご
ん
の

　
い
ぐ
る
み
を

艶
鶏
ー

織
雛
、
・

く
れ
る
加
な
筆
　
r

曳鍍
毒蝿
フ細

　
　
　
　
　
ご
マ

尾
　
ζ
、
2

　
圏
翼
饗
幽
獺
メ
籔

　
　
欝
莚
謎
熱
謙
取
藝
経

　
　
　
　
　
　
繍
蒲
諮
鷺
澱
繋
科
禦

　
俗
名
ト
コ
ワ
ラ
ビ
（
東
頸
方
面
）

低
い
山
の
林
内
、
特
に
ス
ギ
林
に
多

い
。
地
上
部
は
夏
季
に
は
枯
れ
る
多

年
草
の
シ
ダ
。
葉
の
高
さ
は
三
十
～

五
十
紬
．
。
茎
は
地
下
茎
か
ら
伸
び
、

地
上
に
出
る
と
す
ぐ
二
つ
に
分
か
れ

る
。
一
つ
は
栄
養
葉
、
も
う
一
つ
は

胞
子
葉
と
な
り
、
栄
養
葉
は
ワ
ラ
ビ

と
似
て
い
る
．

　
胞
子
葉
は
十
一
月
～
三
月
に
花
の

▲フユノハナワラビ

よ
う
に
見
え
、

フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ

ラ
ビ
と
名
が
つ

い
て
盆
栽
と
し

て
親
し
ま
れ
て

い
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
前
名
人
　
武
宮
正
樹

　
黒
先
白
死
（
5
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
コ
ウ
に
注
意
し
て
ダ
メ

　
　
ヅ
マ
リ
ね
ら
い
で
。

　
　
3
分
で
初
段
、
ガ
分
以
内
で
三
段
。
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⊥鷺彦鯛圭＞彙⊃1‘1ム♂〈・〆ズ私49
卑2⑦⊥；「ユ轟π（〃担瘍・爆マ肴畢
讐罫コ日埠身ん⑦1蕾〈認玉葺巽〉

ウ
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〉
絶
対
に

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
！

〉
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と

　
同
じ
看
護
婦
さ
ん

加藤謙都くん

　4　歳
松代・かとう

　
ん
　
　
“

さ
　
　
　
一
一

　
　
　
ヤ

己
　
　
力

鹸
歳
な

　
　
4
島

p
　
　
苧

杣

おっ叙物ゑ

保育園きいろ組さん

みんなで

　応援してネ！

翻魑顯燃．嬰
平成10年8月1日⇒10月18日
　ステージ催事参加者募集

　全国都市緑化フェア「にいが

た緑のものがたり’98」のステー

ジで、市民文化活動の成果を発

表してくれる団体やサークルを

募集しています。

　活動内容は、どんな分野でも

結構です。また、年齢やレベル

などの制限はありません。応募

用紙は各市町村役場に設置して

あケ）ますので、日ごろの成果を

発表してみませんか。

　応募期間は、来年の1月10日

までです。詳しい応募の問い合

わせは下記までお願いします。

〒950－70　新潟市新光町4－1

新潟県庁内にいがたフェア実行

委員会事務局催事課国井・金子

　　　　　　智　　025－285－5511

　　　　　　FAX　O25－285－8180

（　　　みんなで遊ボ！

年末年始は9連休！意注ご

どんぐり

　　クラブ
●
●
　
　
●●
　
●

　　瞬雛
医療機関名．

甕雛き

繊

認懸

㈱

翻欝

．鋤

舗瞬

㈹

鍵欝

㈱

雛霞

．㈱

甕鍵

翻

慧欝

鐡

嚢懸

㈱

票壷松義郷　

1㈲鍛㈱
休 休 休

AM診
PM⑱ 休 休 休

AM診
PM⑱ 休

業銀医隣
縣獅欝懸

診
療
休 診
療
診
療
休 休 休 休 休

麗保診療断
（鋤鋤織

休 休 休 休 体 休
㌧
休 休 休

小野鶴欝鵜
（鋤鐙麟麟

診
療
休 診
療
AM診
PM⑱ 休 休 休 休 休

塞　瞬　盤科

縫鞍纏鯉
診
療
休 診
療
AM診
PM⑱ 休 休 休 休 休

暮らしの電気安全

明るさアップ！

　育児サークル『どんぐケ）クラ

ブ』を知っていますか？

「みんなで楽しく

　　　　　子育てしようよ！」

を合言葉に平成8年2月に始め

ました。家庭で、おじいちゃん

おばあちゃん、パパ・ママを困

らせているお子さんと家の方、

みんなで楽しく遊びましょう。

マタニティママもお気軽におい

でください。お子さんのお友達

づくン）になるといいですね。

　開催日時や場所など、詳しい

問い合わせは、松代　山岸まで

　　　　　　　　　智7－3436

汚れた灯具を

　掃除
しましょう！

　
十
二
月
初
旬
、
初
雪
も
観
測
さ
れ

い
よ
い
よ
冬
将
軍
が
到
来
し
た
よ
う

で
す
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
も
も
う
じ
き
。

ふ
る
さ
と
会
館
の
前
に
は
東
京
松
代

会
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
モ
ミ

の
木
も
明
る
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
冬
至
は
二
十
二
日
、
一
年
中
で
一

番
昼
が
短
く
、
夜
が
長
い
日
で
す
。

　
冬
は
日
照
時
間
が
短
い
た
め
に
、

人
工
照
明
に
頼
る
こ
と
が
多
く
な
る

季
節
で
す
が
、
目
の
不
自
由
な
方
や

ご
年
配
の
方
の
た
め
に
明
る
い
部
屋

　葱並
／鳳
／

＼　　　醗
　ゐ　　 ム　　｛《一　 人

～
　，w　　　 ノ『Lヤ

　　　　脳　一

＼
〉

汚れたランプは清掃を

に
し
ま
し
ょ
う
。
年
の
瀬
の
慌
た
だ

し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
早
め

に
部
屋
の
照
明
機
具
の
お
掃
除
を
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
蛍
光
灯

は
埃
を
は
ら
い
、
き
れ
い
に
拭
き
掃

除
を
し
ま
す
と
、
二
十
～
三
十
％
も

明
る
く
な
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
長
く
使
っ
た
蛍
光
灯
は
、

二
十
％
も
明
る
さ
が
減
少
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
目
の
愛
護
の
た

め
に
も
早
め
に
蛍
光
灯
を
取
り
替
え

ま
し
ょ
う
。
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近
慧

　
　
　
毒
誓

　
　
　
薫

藏

　　　　県立松代病院

泌尿器科の外来が

　　　　開設しました

　県立松代病院では、10月3日

㈹から『泌尿器科外来』を開設

しましたのでご利用ください。

　【診療日】

　一週おきの金曜日

　（月に2～3回）午後2時から

【完全予約制】

　事前に内科外来に電話予約し

ていただくか、内科に受診して

いただき、予約の上お越しくだ
さい。

【医師】県立十日町病院

　　　泌尿器科医長　車田茂徳

詫越慧繕㈱
　　　　挫鐵募集麟
【募集職種】土木技術

（鉄道施設等の保守・管理業務）

【募集人数】2名程度

【応募資格】

　原則として平成10年4月1日

現在で満40歳未満、高等学校卒

業以上の学歴を有すること

【応募受付期問】

平成9年12月15日（月）から

平成10年1月19日（月）まで

【入社時期】平成10年4月1日

【勤務地】松代工務区

【募集要項】詳しい募集要項は

北越急行総務課へ80円切手を添

えてお申し込みください。（沿線

の職業安定所にもあります）

【問い合わせ・申し込み】

〒949－66　南魚沼郡六日町大字

　　　　　　　六日町137－2
　　北越急行㈱総務部総務課

　　　　　盈　　0257－70－2820

　　　　　FAX　O257－70－2825
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産業別最低賃金

《新潟県電気機械器具製造業》

時間額707円　日額5，656円

　　　　　11月22日効力発生
《新潟県各種商品小売業》

時間額675円　日額5，389円

　　　　　11月27日効力発生
《新潟県自動車（新車）、

　　　部品、付属品小売業》

時間額705円　日額5，630円

　　　　　11月28日効力発生
参考：《新潟県最低賃金》

（県内すべての事業場・労働者

に適用される）

時間額616円　日額4，915円

　　　　　10月1日効力発生
【問い合わせ】十日町労働基準

監督署　　　奮0257－52｝2079

　　騰糞驚灘募無

　放送授業を収録したビデオ・

オーディオテープを利用し、約

300科目から自由に選ぶことによ

り興味に応じた学習をすること

できます。

　入学試験はなく、18歳以上の

方ならだれでも入学できます。

■募集期間　2月15日（日）まで

■授業開始　4月1日困より

■募集学生の種類と学費

選科履修生（1年間在学）

　　　　　　入学料6，000円
科目履修生（6カ月間在学）

　　　　　　入学料4，000円

※授業料は4，000円／1単位

■お問い合わせ先

〒951－8122新潟市旭町2番町746

放送大学新潟地域学習センター

　　　　　暦　025－228－2651

えぷろんクッキング教室

《12月18日休）　10：30～13：30》

「クリスマスパーティ料理」

・チキンのバスク風煮込み

・帆立貝のポワレ・ナポリ風

　サラダ・ミニツリーケーキ
《場　所》十日町市宮田町1－5

東北電力㈱十日町営業所クッキ

ングスタジオ「えぷろん」

《参加費》500円

《定　員》18名　エプロン持参

《申込先》盈0257－52－3107

平成10年2月2日から

　　　郵便番号は7桁！

あなたの年賀状には

　　　　新郵便番号を！

集落名 郵便番号

松　　　　代 942－1526

小　　荒　　戸 942－1523

太　　　　平 942－1527

菅　　　　刈 942－1521

田　　　　沢 942－1522

小　屋　丸 942－1514

池　之　　畑 942－1515

下　　　　山 942－1513

千　　　　年 942－1524

池　　　　尻 942－1525

会　　　　沢 942－1543

清　　　　水 942－1542

桐　　　　山 942－1541

蓬　　　　平 942－1544

東　　　　山 942－1512

海　　　　老 942－1511

犬　　　　伏 942－1504

孟　　　　地 942－1503

片　桐　　山 942－1502

滝　　　　沢 942－1501

中　　　　子 942－1506

苧　　　　島 942－1505

田　野　倉 942－1533

仙　　　　納 942－1532

莇　　　　平 942－1531

寺　　　　田 942－1537

名　　　　平 942－1535

蒲　　　　生 942－1534

儀　　　　明 942－1536

福島・奈良立 942－1354

室野・竹所 942－1353

峠 942－1351

木和田原 942－1352

松代町役場 942－1592



＼J

思
い
，
き
り
松
代
弁
1

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
諏
美
田

屋
の
和
美
で
す
。
私
は
高
校
卒
業
後

長
岡
の
専
門
学
校
に
進
み
、
今
年
の

春
、
松
代
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今

は
直
江
津
信
用
金
庫
松
代
支
店
で
働

美さん和柳

（松代・諏美田屋）

い
て
い
ま
す
。

　
松
代
支
店
の
オ
ー
プ
ン
時
に
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
．

　
オ
ー
プ
ン
前
に
町
内
を
回
り
、
そ

の
先
々
で
「
私
は
松
代
の
す
み
だ
や

で
す
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
返
っ

て
く
る
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
が
、
「
ま
～
、

す
み
だ
や
の
ね
ー
ち
ゃ
ん
か
い
。
家

の
人
に
ソ
ッ
ク
リ
だ
」
で
し
た
。
そ

ん
な
に
似
て
い
ま
す
か
？
　
最
近
は

顔
だ
け
で
な
く
、
横
は
ば
も
似
て
き

て
、
少
し
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す
。

数
年
後
に
は
、
あ
の
豪
快
な
笑
い
方

も
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。　
町
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
よ
く
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
う
会

話
は
方
言
で
す
。
長
岡
に
い
た
時
、

友
達
と
話
を
し
て
い
て
方
言
が
出
て

し
ま
う
と
「
な
に
？
　
何
？
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
い
つ
の
間
に
か
『
松
代
方
言
講
座
』

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
り
ま
し
た
。
今
は
思
い
き
り
方
言

で
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
今
、

力
を
入
れ
て
い
る
も
の
に
「
華
道
」

が
あ
り
ま
す
。
研
修
の
一
環
と
し
て

月
に
二
回
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。
教

え
て
い
た
だ
い
た
次
の
日
は
、
店
に

生
け
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。
看
板
娘
が
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

よ
い
お
年
を
…
…
。

　男　2，268人　（一11人）

　女2，311人（一10人）
　計4，579人（一21人）
世帯数1，449世帯（一4世帯）

　出生1人　　死亡5人
　転入4人　　転出21人
　　　（9年11月末日現在）

　　人口の動き

圖
園
國
圃

▼
黎
明
を
告
げ
る
平
成
九
年
、
イ
メ
ー

ジ
は
初
日
の
出
。
今
年
の
元
旦
は
緊
張

し
た
目
覚
め
で
し
た
。
真
っ
暗
な
夜
明

け
前
、
カ
メ
ラ
と
三
脚
の
ほ
か
に
懐
中

電
灯
も
用
意
し
て
芝
峠
温
泉
に
直
行
。

か
じ
か
む
手
で
撮
影
を
セ
ッ
ト
、
時
計

を
確
認
し
空
を
見
上
げ
ま
す
。
紺
色
か

ら
青
へ
そ
し
て
榿
色
に
染
ま
る
東
の
空

は
感
動
的
で
す
が
、
い
よ
い
よ
そ
の
瞬

問
が
近
づ
く
と
一
抹
の
不
安
が
よ
ぎ
り

ま
す
。
素
人
な
ん
だ
か
ら
…
…
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
無
事
終
了
。
振
り
向

く
と
雪
の
な
い
黒
姫
山
頂
も
光
り
輝
き
、

下
弦
の
月
も
優
し
く
微
笑
ん
で
い
ま
し

た
。
▼
月
日
は
容
赦
な
く
過
ぎ
去
り
、

毎
月
締
め
切
り
に
追
わ
れ
て
も
う
年
末

を
迎
え
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
年
賀

状
の
締
め
切
り
も
…
…
。
七
桁
の
郵
便

番
号
、
も
う
大
丈
夫
で
す
か
。
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固團鋤團回
（10月26日～11月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

関谷　武久・村松由美子さん

　　　　　（菅刈・たついん）

げんきな良い子に（出生）

　　　み　さと
柳　　美里㌧

　　　　　重和・リッチェルさん

　（女の子・孟地・したむら）

ご冥福を祈ります（死亡）

柳　　サツさん　　　　　89歳

　　　（松代・ぜんとくはら）

佐藤　由一さん　　　　　　71歳

　　　　　（室野・よしべい）

鈴木　ハツさん　　　　　89歳

　　　　　（松代・はやしや）

　　oこわず
　そでひ　　たばこ　　お　　っ　 ちや

＊袖引き煙草に押し付け茶

帰セ）じたくをしている相手に、

煙草を出し、茶を勧め、押しと

どめようとするのはあケ）がた迷

惑なことから、してもらっても

嬉しくないことをされること。
　　かみなり　　　　ゆきお
＊冬の雷は『雪起こし』
　　　　　　　　　ゆきあ　　　　春の雷は『雪明け』

「雪起こし」は日本海側で冬に

とどろく雷のこと。これは高さ

六キ．もある積乱雲のしわざでや

がて大雪を降らすため、この名

があります。また、春の雷は寒

冷前線の通過とともに発生する

ので、その冬最後の大雪を降ら

せ、やがて明るい春がやって来

るという知らせになるといわれ
ています。

㌧
も
も
N
ま
』
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N
並
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